20世紀におけるタイの高等教育は国民の強い教育要求に支えられ、大学は多くの民衆にひらかれた教育機関へと急速な変化を遂げた。そして今日、タイの大学には特色のある取り組みが多く存在する。例えば、タイの公立大学であり、チョンブリ県のバンセンビーチ近くに位置するブラパー大学では、学内に付設された水族館に週末多くの学生と教員が一緒に訪れ、教師と学生の間における対人的・コミュニケーション的なかかわり合いがもたれる。水族館には、タイの海域に住むさまざまな海洋生物が展示されており、海に生息する多くの生物の生態系など学ぶことになるが、実施される学部は特に海洋系ではなく、「かかわり合い」が目的となる。この「かかわり合い」は授業の効果を考える上では避けて通ることのできない問題であり、経済教育を考える上でも重要な要素となるだろう。日本的な教師―学生コミュニケーションとの違いを念頭に、タイでの事例報告を当日は報告する。

